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このたびは充電式パンチャをお買い
上げ賜わり厚くお礼申し上げます。
ご使用に先立ち、この取扱説明書を
よくお読みいただき本製品の性能を
十分ご理解の上で、適切な取り扱い
と保守をしていただいて、いつまで
も安全に能率よくお使いくださるよ
うお願いいたします。
なお、この取扱説明書はお
手元に大切に保管してくだ
さい。

充電式パンチャ
モデル PP001G

取 扱 説 明 書
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４０mm

３９８×１２９×３１５ｍｍ
　 　(グリップ付）

11.6kg（バッテリBL4025含む）

一般鋼材
（ＳＳ４００）
ステンレス鋼材

（ＳＵＳ３０４）

直流ブラシレスモーター

丸穴/長穴

パンチφ１４ （本体セット）
ダイスＳＢ１４ （本体セット）

スパナ （８・１０）
六角棒レンチ （３・４）

ナット締付棒
商品ケース

● 改良のために、仕様および形状などは変更する場合があります。

直流３６Ｖ（４０Vmax）

　
φ２０/ｔ６
φ２０/ｔ９

型　式 

バッテリ
モーター

  電　圧
質　量
本体外形寸法

（Ｌ×Ｗ×Ｈ mm）
最大奥行
穴形状
穴あけ能力
     (mm)

標準付属品

PP001G
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   コードの太さ
（導体公称断面積）

1.25 mm2

2.00 mm2

銘板記載の定格電流値で使用できる長さ目安

30 m50 m
30 m

～5 A未満 10～15 A未満５～10 A未満
10 m
20 m

15 m
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銘板記載の定格電流値で使用できる長さ目安

30 m50 m
30 m

～5 A未満 10～15 A未満５～10 A未満
10 m
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各部の名称および寸法とパンチ・ダイス表

■オプション

スライドストッパー
   （奥行最大用）

Ｃ
Ｂ

Ｄ Ａ

Ｅ

Ａ:１０mm
Ｂ:４０mm
Ｃ:１５mm
Ｄ:７２．５mm
Ｅ:１００mm
Ｆ:４４mm

Ｆ

スイッチ

バッテリ

リターンレバー

スライドストッパー

軸受ハウジング

ワークスタンド

(側面)

最大８０×ｔ９
（センターの穴あけ）

最小４０×４０×ｔ３
最大８０×８０×ｔ９

最小７５×４０
最大１２５×６５

（Ａ面＝フランジ部分）

最小１００×１００
最大３００×１５０

H形鋼

縦用長穴用

PP001G

アゴ

モーター

パンチ取付ナット

パンチ

ダイス

ストリッパーR

ストリッパーL
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各部の名称および寸法とパンチ・ダイス表

■オプション

スライドストッパー
   （奥行最大用）

Ｃ
Ｂ

Ｄ Ａ

Ｅ

Ａ:１０mm
Ｂ:４０mm
Ｃ:１５mm
Ｄ:７２．５mm
Ｅ:１００mm
Ｆ:４４mm

Ｆ

スイッチ

バッテリ

リターンレバー

スライドストッパー

軸受ハウジング

ワークスタンド

(側面)

最大８０×ｔ９
（センターの穴あけ）

最小４０×４０×ｔ３
最大８０×８０×ｔ９

最小７５×４０
最大１２５×６５

（Ａ面＝フランジ部分）

最小１００×１００
最大３００×１５０

H形鋼

縦用長穴用

PP001G

アゴ

モーター

パンチ取付ナット

パンチ

ダイス

ストリッパーR

ストリッパーL

丸穴パンチ

　６
６．５
　８
８．５
 １０
 １１
 １２
 １３
 １４
 １５
 １６
 １８
 １９
 ２０

　ＳＢ６
ＳＢ６．５
　ＳＢ８
ＳＢ８．５
 ＳＢ１０
 ＳＢ１１
 ＳＢ１２
 ＳＢ１３
 ＳＢ１４
 ＳＢ１５
 ＳＢ１６
 ＳＢ１８
 ＳＢ１９
 ＳＢ２０

ｔ２～ｔ４
ｔ２～ｔ６
ｔ２～ｔ６
ｔ２～ｔ６
ｔ２～ｔ６
ｔ２～ｔ９
ｔ２～ｔ９
ｔ２～ｔ９
ｔ２～ｔ９
ｔ２～ｔ９
ｔ２～ｔ９
ｔ２～ｔ９
ｔ２～ｔ９
ｔ２～ｔ９

ｔ３～ｔ４
ｔ３～ｔ４
ｔ３～ｔ４
ｔ３～ｔ４
ｔ３～ｔ４
ｔ３～ｔ６
ｔ３～ｔ６
ｔ３～ｔ６
ｔ３～ｔ６
ｔ３～ｔ６
ｔ３～ｔ６
ｔ３～ｔ６
ｔ３～ｔ６
ｔ３～ｔ６

ｔ８
ｔ８
ｔ８
ｔ８
ｔ８
ｔ８
ｔ８
ｔ８
ｔ８
ｔ８

丸穴ダイス 一般鋼材
（ＳＳ４００）

 溝形鋼
（傾斜面）

 ステンレス材
 （ＳＵＳ３０４） 長穴パンチ

６．５×１０
６．５×１３
８．５×１３
８．５×１７
９×１３．５
９×１８
１０×１５
１０×２０
１１×１６．５
１２×１８
１３×１９．５
１４×２１
１５×２１

６．５×１０Ｂ
６．５×１３Ｂ
８．５×１３Ｂ
８．５×１７Ｂ
９×１３．５Ｂ
９×１８Ｂ
１０×１５Ｂ
１０×２０Ｂ
１１×１６．５Ｂ
１２×１８Ｂ
１３×１９．５Ｂ
１４×２１Ｂ
１５×２１Ｂ

ｔ２～ｔ６
ｔ２～ｔ６
ｔ２～ｔ６
ｔ２～ｔ６
ｔ２～ｔ６
ｔ２～ｔ６
ｔ２～ｔ８
ｔ２～ｔ８
ｔ２～ｔ９
ｔ２～ｔ９
ｔ２～ｔ９
ｔ２～ｔ９
ｔ２～ｔ９

ｔ３～ｔ４
ｔ３～ｔ４
ｔ３～ｔ４
ｔ３～ｔ４
ｔ３～ｔ４
ｔ３～ｔ４
ｔ３～ｔ６
ｔ３～ｔ６
ｔ３～ｔ６
ｔ３～ｔ６
ｔ３～ｔ６
ｔ３～ｔ６
ｔ３～ｔ６

ｔ８
ｔ８
ｔ８
ｔ８
ｔ８
ｔ８
ｔ８

長穴ダイス 一般鋼材
（ＳＳ４００）

 溝形鋼
（傾斜面）

 ステンレス材
 （ＳＵＳ３０４）

■丸穴パンチ・ダイス対応板厚 【単位: mm】 【単位: mm】■長穴パンチ・ダイス対応板厚

　　縦用
長穴パンチ
ＴＮ１２×２０
ＴＮ１４×２０

ＴＮ１２×２０Ｂ
ＴＮ１４×２０Ｂ

ｔ２～ｔ９
ｔ２～ｔ９

ｔ３～ｔ６
ｔ３～ｔ６

一般鋼材
（ＳＳ４００）

 溝形鋼
（傾斜面）

 ステンレス材
 （ＳＵＳ３０４）

【単位: mm】■縦用長穴パンチ・ダイス対応板厚

　ｔ８
　ｔ８

　　縦用
長穴ダイス

※薄板（ｔ２～ｔ３．２）およびアルミ材や銅材への穴あけで、穴の精度やバリの軽減を望まれる場合
　は弊社支店・営業所へご相談ください。

※奥行最大用のスライドストッパーを使用することによって、４０ｍｍの奥行きが最大限使用できます。

奥行最大用スライドストッパー（オプション）の使用方法

ナットおよびセットボルトを緩めてダイスを取りは
ずします。
既存のスライドストッパーを止めているボルト
とワッシャーを取りはずします。
スライドストッパーをダイス側に引き抜いて取りは
ずしてください。
奥行最大用スライドストッパー（オプション）をダ
イス側の反対方向から差し込んでください。
上記２で取りはずしたボルトとワッシャーを締め付
けます。
はじめに取りはずしたダイスを取り付けて、ナット
およびセットボルトで締め込んでください。

【単位: mm】■軟鋼板厚１０mm専用丸穴パンチ

丸穴パンチ 丸穴ダイス 一般鋼材
（ＳＳ４００）

 溝形鋼
（傾斜面）

 ステンレス材
 （ＳＵＳ３０４）

ｔ３～ｔ６
ｔ３～ｔ６
ｔ３～ｔ６
ｔ３～ｔ６
ｔ３～ｔ６
ｔ３～ｔ６
ｔ３～ｔ６

ｔ10
ｔ10
ｔ10
ｔ10
ｔ10
ｔ10
ｔ10

ｔ２～ｔ10
ｔ２～ｔ10
ｔ２～ｔ10
ｔ２～ｔ10
ｔ２～ｔ10
ｔ２～ｔ10
ｔ２～ｔ10

 ＳＢ１２
 ＳＢ１３
 ＳＢ１４
 ＳＢ１５
 ＳＢ１６
 ＳＢ１８
 ＳＢ１９

 １２×
 １３×
 １４×
 １５×
 １６×
 １８×
 １９×

奥行最大用
スライドストッパー

ナットおよびセットボルト

ボルトおよびワッシャー
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交換するパンチとダイスは、サイズを必ず確認
して合わせてください。

丸穴ダイスをセットボルトでしっかりと取り付け、セット
ボルトが緩まないようにナットで締めつけます。
丸穴パンチをパンチ取付ナットに組み付けます。
丸穴パンチをパンチロッド（摺動子）に差し込むように
しておいてから、パンチ取付ナットを軽く締め込んで
ください。
この状態から、丸穴パンチをパンチロッドに押し
付けながら丸穴パンチの向きを決めて、パンチ
取付ナットを付属のナット締付棒でしっかりと締
め込んでください。

パンチはパンチ取付ナットを、ダイスはナットお
よびセットボルトを緩めて取りはずします。

交換作業がしやすいように、左右両側のストリッパー
を取はずします。

はじめに取りはずした両側のストリッパーを取り付け
てください。

ナットおよびセットボルト

ストリッパーＬ

ストリッパーＲ

丸穴パンチ 蝶ボルト

パンチロッド

パンチ取付ナット

パンチ取付ナット
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交換するパンチとダイスは、サイズを必ず確認
して合わせてください。

丸穴ダイスをセットボルトでしっかりと取り付け、セット
ボルトが緩まないようにナットで締めつけます。
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この状態から、丸穴パンチをパンチロッドに押し
付けながら丸穴パンチの向きを決めて、パンチ
取付ナットを付属のナット締付棒でしっかりと締
め込んでください。

パンチはパンチ取付ナットを、ダイスはナットお
よびセットボルトを緩めて取りはずします。

交換作業がしやすいように、左右両側のストリッパー
を取はずします。

はじめに取りはずした両側のストリッパーを取り付け
てください。

ナットおよびセットボルト

ストリッパーＬ

ストリッパーＲ

丸穴パンチ 蝶ボルト

パンチロッド

パンチ取付ナット

パンチ取付ナット

交換作業がしやすいように、左右両側のストリッパー
を取りはずします。
パンチはパンチ取付ナットを、ダイスはナットおよび
セットボルトを緩めて取りはずします。

長穴ダイスをセットボルトでしっかりと取り付け、
セットボルトが緩まないようにナットで締め付けます。
長穴パンチをパンチ取付ナットに組み付けます。
長穴パンチのまわり止めをパンチロッド（摺動子）の
溝に合わせて差し込むようにしておいてから、パンチ
取付ナットを軽く締め込んでください。

この状態から、長穴パンチをパンチロッドに押し
付けながら、パンチ取付ナットを付属のナット締
付棒でしっかりと締め込んでください。

はじめに取りはずした両側のストリッパーを取り
付けてください。

交換するパンチとダイスは、サイズを必ず確認
して合わせてください。

長穴パンチのまわり止めとパンチロッドの溝が
合わない場合は、パンチ取付ナットが空回りし
て締め付けることができません。まわり止めを
溝に確実にセットしてください。

ナットおよびセットボルト

ストリッパーL

ストリッパーR

パンチ取付ナット
パンチロッド

パンチロッド

長穴パンチ
まわり止め

蝶ボルト

パンチ取付ナット
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バッテリの取り付け・取りはずしについて

挿入方向

取りはずし
方向

1. バッテリを取りはずすときは、バッテリのボタンを押し
ながらバッテリをスライドさせると取りはずせます。こ
のときにバッテリをしっかり保持して取りはずしてくだ
さい。

2. バッテリを取り付けるときは、バッテリを本製品の
溝に合わせ、赤色部分が見えなくなるまで差し込ん
でください。

　

バッテリ

赤色部分

  
 バッテリ残容量表示機能
• チ ェ ッ ク ボ タ ン を 押 す と バ ッ テ リ 表 示 ラ
   ン プ が 残 容 量 を 数 秒 間 表 示 し ま す 。

残容量表示ランプの点灯状態とバッテリ残容量

表示される残容量は、ご利用状況や気温などによって実際の残容量と異なる場合があります。

  

バッテリについて
• お買い上げ時は、バッテリは十分に充電されてい
　 ないため、バッテリ保護機能が働いている場合が
　 あります。（スイッチを操作すると本機は動く恐
　 れがありますので注意してください。）ご使用前
    に急速充電器で正しく充電してからご使用ください。
　

：点灯 ：点滅 ：消灯

バッテリ表示ランプ
バッテリ残容量

75% - 100%

50% - 75%

25% - 50%

0% - 25%

充電してください。

バッテリの異常
です。

チェックボタン

バッテリ表示ランプ

※ご使用前にバッテリを充電器で充電してください。

ボタン

バッテリ残容量表示について
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バッテリの取り付け・取りはずしについて

挿入方向

取りはずし
方向
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バッテリ

赤色部分

  
 バッテリ残容量表示機能
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表示される残容量は、ご利用状況や気温などによって実際の残容量と異なる場合があります。

  

バッテリについて
• お買い上げ時は、バッテリは十分に充電されてい
　 ないため、バッテリ保護機能が働いている場合が
　 あります。（スイッチを操作すると本機は動く恐
　 れがありますので注意してください。）ご使用前
    に急速充電器で正しく充電してからご使用ください。
　

：点灯 ：点滅 ：消灯

バッテリ表示ランプ
バッテリ残容量

75% - 100%

50% - 75%

25% - 50%

0% - 25%

充電してください。

バッテリの異常
です。

チェックボタン

バッテリ表示ランプ

※ご使用前にバッテリを充電器で充電してください。

ボタン

バッテリ残容量表示について

スイッチロック

スイッチ
A側 Ｂ側

スイッチロックの操作
・スイッチロックのA側を押すとスイッチの引金が
  引けます。

・スイッチロックのB側を押すとスイッチの引金が
  引けなくなります。

・機械を使用しないときは、スイッチロックのB側
  を押した位置にし、スイッチをロックしてください。

バッテリを装着する前にスイッチの引金を引き、離
したとき引金がもどることを必ず確認してください。
・スイッチの引金が正しく作動しないと、事故の恐
  れがあります。

・スイッチは引金を引くと入り、離すと切れます。
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お使いになる前に、別冊の充電器の「取扱説明書」を必ずお読みになり正しくバッテリの充電をしてください。
穴あけする位置を確認し、本体のスライドストッパーにて奥行きを固定してください。

パンチロッドが完全に始動位置にもどっていることを確認してください。始動位置にもどっていない場合は、
モーターのスイッチを引いて始動位置までもどしてください。

ケガキやパンチングによる所定の穴あけ位置にパンチ先端の突起部が合っていることを確認し、モーターの
スイッチを引いてください。

本体側面のリターンレバーが時計まわり方向にしっかりと締まっていることを確認してください。

モーターが作動しパンチロッドが前進して材料を打ち抜きます。そのままスイッチを引き続けることで、パンチ
ロッドは始動位置までもどります。 穴あけ完了後にスイッチを引き続けてもパンチロッドがもどらない場合は、
一旦スイッチを切ってください。 一拍置いてから再度スイッチを引きますとパンチロッドは始動位置へもどります。
※材料上の穴あけ位置まで正確にパンチの先端を下ろす（前進させる）ためにスイッチを断続的に引くことで、
　パンチロッドを徐々に下ろし（前進させ）て位置を確認後、穴あけすることができます。

その状態でモーターのスイッチを引き作動させ
ると、パンチは通常の動きの前進ではなく後退して、
材料からパンチを強制的に引き抜き、始動位置へ
もどります。

パンチが始動位置までもどったら、スイッチを
切ってください。
引きつづき穴あけする場合は、通常の操作を行
なってください。

リターンレバーを反時計まわり方向に回して（スプ
リングピンに当たるまで）、再び締め込んでください。
このリターンレバーの操作によって内圧が開放されます。
※リターンレバーの操作によって、材料に引っ掛かって
いたパンチが始動位置までもどった場合は、リターン
レバーを再び締め込んでください。引きつづき穴あけ
する場合は、通常の操作を行なってください。

穴あけ完了後のもどり途中で、パンチが材料に
引っ掛かり抜けなくなった場合

内圧が掛かったままパンチが材料から抜けなく
なった場合、また穴あけ途中で停止させもどし
たい場合

パンチとダイスの組み合わせが材料、板厚、穴形状、穴径に正しく合致していることを確認してください。
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お使いになる前に、別冊の充電器の「取扱説明書」を必ずお読みになり正しくバッテリの充電をしてください。
穴あけする位置を確認し、本体のスライドストッパーにて奥行きを固定してください。

パンチロッドが完全に始動位置にもどっていることを確認してください。始動位置にもどっていない場合は、
モーターのスイッチを引いて始動位置までもどしてください。

ケガキやパンチングによる所定の穴あけ位置にパンチ先端の突起部が合っていることを確認し、モーターの
スイッチを引いてください。

本体側面のリターンレバーが時計まわり方向にしっかりと締まっていることを確認してください。

モーターが作動しパンチロッドが前進して材料を打ち抜きます。そのままスイッチを引き続けることで、パンチ
ロッドは始動位置までもどります。 穴あけ完了後にスイッチを引き続けてもパンチロッドがもどらない場合は、
一旦スイッチを切ってください。 一拍置いてから再度スイッチを引きますとパンチロッドは始動位置へもどります。
※材料上の穴あけ位置まで正確にパンチの先端を下ろす（前進させる）ためにスイッチを断続的に引くことで、
　パンチロッドを徐々に下ろし（前進させ）て位置を確認後、穴あけすることができます。

その状態でモーターのスイッチを引き作動させ
ると、パンチは通常の動きの前進ではなく後退して、
材料からパンチを強制的に引き抜き、始動位置へ
もどります。

パンチが始動位置までもどったら、スイッチを
切ってください。
引きつづき穴あけする場合は、通常の操作を行
なってください。

リターンレバーを反時計まわり方向に回して（スプ
リングピンに当たるまで）、再び締め込んでください。
このリターンレバーの操作によって内圧が開放されます。
※リターンレバーの操作によって、材料に引っ掛かって
いたパンチが始動位置までもどった場合は、リターン
レバーを再び締め込んでください。引きつづき穴あけ
する場合は、通常の操作を行なってください。

穴あけ完了後のもどり途中で、パンチが材料に
引っ掛かり抜けなくなった場合

内圧が掛かったままパンチが材料から抜けなく
なった場合、また穴あけ途中で停止させもどし
たい場合

パンチとダイスの組み合わせが材料、板厚、穴形状、穴径に正しく合致していることを確認してください。

ダイスの使用上の注意点

すでに保有されているか、または購入された薄板
用のダイス（ＡおよびＳＡ）を使用して厚板などに穴
あけした場合は、クリアランスが小さいために穴あけ
完了後の材料からの引き抜き力が増します。穴あけ
後のパンチがもどる際に材料からパンチが抜けにく
くなり、そのままの状態で材料を引き上げてしまうた
め、山形の形状に材料が曲がる場合がありますので
注意してください。特に「一般鋼材」、「アルミ材」、「銅
材」の平板に穴あけする場合は注意が必要です。

新旧ダイスの識別  
10
.5
m
m

15
m
m

※使用不可

本機には必ず「新型ダイス」をお使いください。

材料

ストリッパーＲストリッパーＬ

モーターのスイッチを引き作動させると、パンチ
は通常の動きの前進ではなく後退して、材料から
パンチを強制的に引き抜き始動位置へもどります。
パンチが始動位置までもどったら、スイッチを切って
ください。引きつづき穴あけする場合は、通常の操作
を行なってください。
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ストリッパーＬ

ストリッパーＲ

横線方向の位置決め面

横線方向の位置
決め面（白色）

ケガキ線または
マーキング（横線方向）

縦線方向の位置決め面ケガキ線または
マーキング（縦線方向）

ケガキ線または
マーキング（縦線方向）

横線方向の位置決め面（白色）

ストリッパーＬ

縦線方向の位置決め面

ストリッパーL

ケガキ線またはマーキング（横線方向）

ケガキ線またはマーキング（横線方向）

右横線方向の
位置決め面

ストリッパーＲ

穴あけ位置にケガキ線、またはマーキングをし、穴あけ位置の設定をする方法

穴あけ位置にパンチングし、穴あけ位置の設定をする方法

パンチ先端の凸部とパンチングした穴あけ対象の凹部を
合わせることで、パンチングした位置に穴あけが行えます。
　　　　

図1

図2

図3

図4

穴あけ位置の設定方法
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複動式の製品では穴あけ時だけでなく、材料から
刃物を引き抜く際も大きな力を発生させることが
できます。
これにより、刃物が材料に引っかかった場合でも
油圧の力で強制的に引き抜きを行ない、始動位置
まで戻すことが可能です。
ただし、以下のような警告点を守らないと思わぬ
トラブルを招く恐れがあります。

ストリッパーR
ストリッパーL

材料

t6
m
m
以
下
の
板
厚

15mm以上

板厚t6mm以下の場合

ストリッパーR
ストリッパーL

材料

t6
m
m
を
超
え
る
板
厚

30mm以上

板厚t6mmを超える場合

図１

図２

蝶ボルト 蝶ボルト

蝶ボルト 蝶ボルト

穴あけ作業時の注意点



18

下記の取り扱い上の重要な警告点を守らないと重大なケガや、致命的な機械の故障の原因と
なります。また、この警告を守らなかった事により発生する損害は、いっさい保証の対象外
となるため必ず厳守してください。

材料

壁面

機械本体

材料

ストリッパーL

材料

ストリッパーR

充電式パンチャ取り扱い上の重要な警告点

スライドストッパー

ストリッパー

この油圧製品は、通常の状態であればオイル(油圧作動油)が外部へ漏れ出ることはありません。もし、製品本体
から外部へオイル漏れを発見された場合には、オイルの補充では直すことはできません。いずれの場合も、お
客様ご自身でオイルの交換・補充はなさらずに、お買い求めの販売店または弊社支店営業所に修理をお申し付
けください。

お客様ご自身でオイルの交換・補充はしないでください！

始業前点検を励行してください！

本取扱説明書のＰ.3～Ｐ.6「安全上のご注意」には、「警告」及び「注意」に分けて重要事項についてご説明して
います。ご使用の前に必ずよくお読みください。また、以下については始業前に点検を励行してください。

・お客様の取り付けたボルトの締め付けを確認し、必要に応じて増し締めをしてください。
・刃物に亀裂や破損がないことを確認してください。亀裂や破損がある場合には、必ず未使用の純正品と交換
してください。

空気穴は製品が正常に作動するために必要な穴です。空
気穴が泥やほこりでふさがらないようにしてください。

点検時は、あらかじめ必ず製品本体からバッテリーを抜
いてください。
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下記の取り扱い上の重要な警告点を守らないと重大なケガや、致命的な機械の故障の原因と
なります。また、この警告を守らなかった事により発生する損害は、いっさい保証の対象外
となるため必ず厳守してください。

材料

壁面

機械本体

材料

ストリッパーL

材料

ストリッパーR

充電式パンチャ取り扱い上の重要な警告点

スライドストッパー

ストリッパー

この油圧製品は、通常の状態であればオイル(油圧作動油)が外部へ漏れ出ることはありません。もし、製品本体
から外部へオイル漏れを発見された場合には、オイルの補充では直すことはできません。いずれの場合も、お
客様ご自身でオイルの交換・補充はなさらずに、お買い求めの販売店または弊社支店営業所に修理をお申し付
けください。

お客様ご自身でオイルの交換・補充はしないでください！

始業前点検を励行してください！

本取扱説明書のＰ.3～Ｐ.6「安全上のご注意」には、「警告」及び「注意」に分けて重要事項についてご説明して
います。ご使用の前に必ずよくお読みください。また、以下については始業前に点検を励行してください。

・お客様の取り付けたボルトの締め付けを確認し、必要に応じて増し締めをしてください。
・刃物に亀裂や破損がないことを確認してください。亀裂や破損がある場合には、必ず未使用の純正品と交換
してください。

空気穴は製品が正常に作動するために必要な穴です。空
気穴が泥やほこりでふさがらないようにしてください。

点検時は、あらかじめ必ず製品本体からバッテリーを抜
いてください。
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